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■ 美しい森林づくり
 国民参加の森林づくり活動への取り組み
 ～「遊々の森」や「モデルプロジェクトの森」における活動～ ・・・［三陸中部森林管理署］

■ 我が署の名所
 四季折々の八甲田山 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・［青森森林管理署］
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東北森林管理局
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平成30年度 
森林・林業技術交流発表会の開催

技術普及課
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Special  Feature
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平
成
30
年
度
森
林・林
業
技
術
交
流
発
表
会
の
開
催

技
術
普
及
課

　

１
月
31
（
木
）、
２
月
１
日
（
金
）
の
２

日
間
、
秋
田
市
に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ
（
あ

う
）
に
お
い
て
「
平
成
30
年
度
森
林
・
林
業

技
術
交
流
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
発
表
会
は
、
民
有
林
・
国
有
林
の
関
係

者
等
が
一
堂
に
会
し
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
等
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
課

題
に
対
す
る
取
組
の
情
報
提
供
・
意
見
交
換

等
を
行
い
、
関
係
者
の
技
術
の
普
及
・
向
上

及
び
交
流
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

〈
開
会
式
〉

　

開
会
式
に
お
い
て
、
冒
頭
、
主
催
者
で
あ

る
東
北
森
林
管
理
局
の
小
島
局
長
が
挨
拶
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
、（
一
社
）

日
本
森
林
技
術
協
会
福
田
理
事
長
、（
一
財
）

日
本
森
林
林
業
振
興
会
木
村
秋
田
支
部
長
、

同
じ
く
伊
藤
青
森
支
部
長
、
東
北
森
林
管
理

局
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
酒
井
代
表
幹
事
に
ご
臨

席
い
た
だ
き
、
来
賓
を
代
表
し
て
、（
一
社
）

日
本
森
林
技
術
協
会
福
田
理
事
長
か
ら
ご
祝

辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
、
秋
田
県
立
大
学
蒔
田
教
授

（
審
査
委
員
長
）、
岩
手
大
学
國
崎
准
教
授

（
副
委
員
長
）、
当
局
小
林
森
林
整
備
部
長

（
副
委
員
長
）、
森
林
総
合
研
究
所
東
北
支

所
梶
本
支
所
長
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
東
北

育
種
場
田
中
場
長
、
秋
田
県
林
業
研
究
研

修
セ
ン
タ
ー
須
田
環
境
経
営
部
長
、
あ
き
た

森
づ
く
り
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
菅
原
総

括
所
長
、
当
局
島
内
計
画
保
全
部
長
に
審
査

を
い
た
だ
き
、
審
査
員
を
代
表
し
て
、
秋
田

県
林
業
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
須
田
環
境
経
営

部
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
林
野
庁
で
行
わ
れ
た

「
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
」
に

て
、
林
野
庁
長
官
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受

賞
し
た
方
（々
み
ど
り
の
東
北
１
月
号
既
報
）

へ
の
賞
状
授
与
式
も
行
い
ま
し
た
。

〈
発
表
会
〉

　

今
年
度
の
発
表
課
題
は
「
一
般
の
部
」
の

「
森
林
技
術
部
門
」
19
課
題
、
「
森
林
ふ
れ

あ
い
部
門
」
８
課
題
、
「
森
林
保
全
部
門
」

４
課
題
の
計
31
課
題
、
「
中
学
・
高
等
学
校

の
部
」
２
課
題
、
合
計
33
課
題
の
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
主
な
受
賞
課
題
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

○
森
林
技
術
部
門

　
最
優
秀
賞

　
　
津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署

　
　
　
青
山
さ
ん
、
村
野
さ
ん

　
　
青
森
森
林
管
理
署

　
　
　
村
下
さ
ん

　
「
採
材
の
単
純
化
に
よ
る
歩
留
向
上
に
向
け

た
取
組
〜
仕
事
は
き
れ
い
に
効
率
よ
く
〜
」

　

多
雪
地
帯
で
は
積
雪
の
重
み
で
根
曲
り
木

が
多
く
生
育
し
、
生
産
歩
留
の
低
下
を
招
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
材
の
単
純
化
に
よ
る

新
た
な
作
業
方
法
（
一
番
玉
を
一
律
２
ｍ
低

質
材
、
二
番
玉
以
降
を
一
律
４
ｍ
で
採
材
）

を
考
案
し
、
従
来
の
作
業
方
法
と
比
較
し
そ

の
有
効
性
を
検
証
し
た
結
果
、
新
規
方
法
は

生
産
歩
留
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
を
報

告
し
ま
し
た
。

○
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

　
最
優
秀
賞

　
　
秋
田
県
山
本
地
域
振
興
局
　
　
　

　
　
　
中
田
さ
ん

　
「
減
ら
そ
う
ナ
ラ
枯
れ
！
増
や
そ
う
菌
床

し
い
た
け
!!
〜
ナ
ラ
枯
れ
拡
大
防
止
と
ナ
ラ

材
利
活
用
の
取
り
組
み
〜
」

　

菌
床
し
い
た
け
の
生
産
規
模
拡
大
を
目
指

す
八
峰
町
峰
浜
地
区
で
は
、
菌
床
培
地
の

オ
ガ
粉
は
全
て
県
外
か
ら
入
手
し
て
い
ま
す

が
、
県
と
町
が
協
働
し
、
森
林
の
若
返
り
に

よ
る
ナ
ラ
枯
れ
防
除
策
と
し
て
伐
採
し
た
地

元
ナ
ラ
材
を
活
用
し
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
減

少
と
オ
ー
ル
地
元
産
ブ
ラ
ン
ド
の
菌
床
し
い

た
け
の
生
産
拡
大
の
両
立
を
目
指
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

森林技術部門最優秀賞　
左から：村下さん、青山さん、村野さん

森林ふれあい部門
最優秀賞　中田さん
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○
森
林
保
全
部
門

　

最
優
秀
賞

　
　
東
北
森
林
管
理
局
　
計
画
課
　
　

　
　
　
根
木
さ
ん

　
「
宮
城
県
南
三
陸
地
域
に
お
け
る
イ
ヌ
ワ

シ
の
生
息
環
境
の
再
生
に
つ
い
て
」

　

宮
城
県
南
三
陸
地
域
で
は
、
官
民
が
連
携

し
て
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め
、
イ

ヌ
ワ
シ
の
狩
り
場
と
も
な
る
伐
採
地
・
造
林

地
を
継
続
的
に
創
出
し
、
林
業
の
成
長
産
業

化
と
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
環
境
の
再
生
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
国
有
林
で
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
に

配
慮
し
た
森
林
施
業
の
方
法
の
提
案
等
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
中
学
・
高
等
学
校
の
部

　

優
秀
賞

　
　
青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
等
学
校
　

　
　
　
佐
藤
さ
ん
ほ
か

　
「
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証 

Ｆ
Ｍ
認
証
と
Ｃ
ｏ
Ｃ

認
証
取
得
ま
で
の
道
の
り
」

　

Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
を
取
得
し
た
、
五
所
川

原
農
林
高
等
学
校
の
実
習
林
か
ら
生
産
さ
れ

た
認
証
材
を
製
材
し
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
製
品
と
し

て
販
売
す
る
た
め
に
は
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
認
証
が
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
移
動
や
加
工
の
途

中
で
非
認
証
材
と
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
す
る

手
順
や
管
理
方
法
等
を
定
め
る
な
ど
の
Ｃ
ｏ

Ｃ
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
製
材
所
の
委
託
先
と
し
て
本
校
の
卒
業

生
が
経
営
し
て
い
る
製
材
所
と
委
託
契
約
を

締
結
す
る
等
の
取
り
組
み
の
結
果
、
高
校
生

と
し
て
は
我
が
国
で
初
と
な
る
、
Ｃ
ｏ
Ｃ
認

証
を
取
得
し
た
こ
と
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。

　
○
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞

　

由
利
森
林
管
理
署

　
　
蓮
尾
さ
ん

　（
一
財
）日
本
森
林
林
業
振
興
会
秋
田
支
部

　
　
後
藤
さ
ん

　
「
無
人
航
空
機
に
よ
る
空
撮
範
囲
の
推
定

と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
」

　

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
撮
画
像
の
活
用
に

は
、
専
門
の
機
材
と
知
識
が
必
要
と
さ
れ

ま
す
が
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
る
こ
と
に
対

し
て
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
汎
用
性
の
高
い
ツ
ー
ル
をM

icrosoft 

Excel

を
用
い
て
開
発
し
た
結
果
、
本
ツ
ー

ル
は
、
汎
用
性
の
高
さ
か
ら
様
々
な
資
料

等
を
作
成
す
る
際
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
ド
ロ
ー
ン
で
撮
影
し
た
画
像
の
活
用
の

幅
を
広
げ
、
業
務
の
効
率
化
に
繋
が
る
こ
と

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

○
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞

　

三
陸
北
部
森
林
管
理
署
久
慈
支
署

　（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
や
ま
ぼ
ん
ず
）

　
　
中
村
さ
ん
ほ
か

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
チ
ー
ム
や
ま
ぼ
ん
ず
〜
子

ど
も
を
対
象
と
し
た
森
林
教
室
の
実
施
〜
」

　

子
ど
も
や
若
年
層
へ
森
林
に
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
記

憶
・
形
に
残
る
も
の
を
作
ろ
う
と
意
識
し
な

が
ら
、森
林
教
室
と
し
て
五
感
を
使
っ
た
バ
ー

チ
ャ
ル
体
験
や
、
火
を
使
っ
た
焼
き
板
作
り

等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
は
好
評
で
し
た
。
ま
た
県
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
市
の
学
童
保
育
所
か

ら
、
開
催
依
頼
を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
報
告
し
ま
し
た
。

○
東
北
森
林
管
理
局
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
賞

　

宮
城
北
部
森
林
管
理
署

　
　
佐
藤
さ
ん
ほ
か

　
「
迫
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
の
完

了
に
つ
い
て
」

　
「
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
に

よ
る
山
地
災
害
復
旧
の
た
め
、
宮
城
県
栗
原

市
に
お
い
て
、
直
接
振
動
型
、
液
状
化
流

動
型
な
ど
の
内
陸
直
下
型
地
震
に
よ
る
特
徴

的
な
崩
壊
に
適
す
る
工
法
等
を
採
用
し
な
が

ら
、
10
年
間
に
渡
り
実
施
し
て
き
た
民
有
林

直
轄
治
山
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度
で
事
業

完
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
経
過
を
報
告

し
ま
し
た
。

森林保全部門最優秀賞
根木さん

中学・高等学校の部
優秀賞　佐藤さん

日本森林技術協会理事長賞
蓮尾さん

日本森林林業振興会会長賞　
中村さん

東北森林管理局林政記者クラブ賞
佐藤さん
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美しい森林づくり ◎
特
別
講
演

　

発
表
終
了
後
の
特
別
講
演
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
特
別
講
演
１

　

秋
田
公
立
美
術
大
学
美
術
学
部
美
術
学
科

　
　
小
杉
教
授

　
「
秋
田
に
お
け
る
市
街
地
木
質
化
に
つ
い
て
」

　

自
身
が
関
わ
っ
た
都
市
木
造
や
木
質
材
料

の
最
新
技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
新
築
だ
け
で
な

く
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
含
め
た
都
市
景
観
デ

ザ
イ
ン
手
法
と
設
計
理
論
の
確
立
を
目
的
と

し
、
秋
田
駅
周
辺
を
中
心
と
し
た
市
街
地

木
質
化
都
市
計
画
「
秋
田
プ
ル
ー
ラ
ル
シ

テ
ィ
ー
構
想V

er.0.0

」
を
発
表
。
そ
の
計

画
提
案
か
ら
５
年
間
の
間
に
、
地
域
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
「
秋
田
駅
待
合
ラ
ウ

ン
ジ
他
」
と
い
う
形
で
実
現
し
、
立
体
駐
車

場
も
外
装
に
地
域
木
材
を
活
用
し
て
立
て
替

え
ら
れ
る
な
ど
、
提
案
の
多
く
が
実
現
さ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

○
特
別
講
演
２

　
（
国
研
）
森
林
研
究
・
整
備
機
構

　
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

　
　

大
平
主
任
研
究
員

　
「
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ス
ギ
１

年
生
苗
育
成
の
試
み
」

　

原
種
苗
木
の
早
期
増
産
及
び
次
世
代
精
英

樹
候
補
木
の
早
期
育
成
を
目
的
と
し
、
ス
ギ

１
年
生
苗
育
成
の
試
み
と
し
て
、
ス
ギ
実
生

苗
を
対
象
と
し
て
、
各
季
節
に
吸
収
す
る
養

分
比
率
に
合
わ
せ
て
肥
料
設
計
を
行
い
、
同

時
に
施
肥
量
を
変
え
て
苗
木
の
育
成
試
験

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
施
肥
量
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
、
１
成
長
期
で
実
生
コ

ン
テ
ナ
苗
を
生
産
す
る
可
能
性
を
示
し
た
こ

と
、
本
結
果
を
さ
し
木
苗
に
も
適
用
し
て
原

種
苗
木
の
早
期
増
産
、
ひ
い
て
は
特
定
母
樹

等
優
良
品
種
の
早
期
配
布
に
繋
げ
る
考
え

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
、
ス
ギ
１
年
生
苗

の
可
能
性
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

○
特
別
講
演
３

　

白
石
蔵
王
森
林
組
合

　
　
太
田
代
表
理
事
組
合
長

　
「
当
年
生
コ
ン
テ
ナ
苗
の
可
能
性
に
つ
い
て
」

　

現
在
、
日
本
に
お
い
て
は
、
伐
採
後
の
植

林
が
行
わ
れ
な
い
森
林
が
多
く
発
生
し
て
お

り
、
再
造
林
コ
ス
ト
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
播
種
か
ら
１
年
未

満
で
生
産
す
る
「
当
年
生
コ
ン
テ
ナ
苗
」
は
、

生
産
期
間
が
短
く
で
き
る
こ
と
か
ら
、
育

苗
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
需
要

に
合
わ
せ
た
生
産
が
し
や
す
い
と
い
っ
た
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
で
き
ま
す
。
一
方
で
形
状
比

が
高
く
、
植
栽
後
の
初
期
成
長
が
遅
れ
る
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
６
成
長
期
後
の
調
査
で
は
、

旺
盛
な
成
長
を
見
せ
て
お
り
、
通
常
の
方
法

で
育
苗
し
た
コ
ン
テ
ナ
苗
と
比
較
し
て
も
、

遜
色
な
く
育
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、今
後
も
「
当
年
生
コ
ン
テ
ナ
苗
」

の
普
及
に
向
け
て
、
さ
ら
に
生
産
技
術
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
お
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

〈
講
評
〉

　

審
査
委
員
長
の
秋
田
県
立
大
学
蒔
田
教
授

か
ら
、
科
学
的
な
検
証
や
比
較
対
象
の
設
定

方
法
な
ど
を
交
え
て
、
発
表
会
全
体
及
び
森

林
技
術
部
門
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
副
委
員
長
の
岩
手
大
学
國
崎
准

教
授
か
ら
は
、
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門
と
森
林

保
全
部
門
の
講
評
を
い
た
だ
き
、
同
じ
く
小

林
森
林
整
備
部
長
か
ら
は
中
学
・
高
等
学
校

の
部
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
交
流
発
表
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
発

表
要
旨
、
審
査
結
果
等
に
つ
い
て
は
、
東
北

森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
頂
け

ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.rin

ya
.m

a
ff.g

o
.jp

/
tohoku/sidou/happyoukai.htm

l

特別講演を頂いた小杉様

特別講演を頂いた大平様

特別講演を頂いた太田様
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美しい森林づくり
  　

当
署
管
内
は
岩
手
県
の
南
東
部
に
位

置
し
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
釜

石
市
、
住
田
町
、
大
槌
町
の
３
市
２
町

の
森
林
の
う
ち
約
２
万
９
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
約
23
％
）
を
管
理
経
営
し
て
い
ま

す
。
こ
の
森
林
は
、
三
陸
復
興
国
立
公

園
の
後
背
地
の
優
れ
た
景
観
を
呈
し
、

中
央
部
の
五
葉
山
周
辺
の
山
岳
林
は
五

葉
山
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
保
健
休
養
の
場
と

し
て
四
季
を
通
じ
て
多
く
の
方
々
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
学
校
等
に
よ
る
森
林
環
境

教
育
の
推
進
を
目
的
と
し
た
「
遊
々
の

森
」
で
の
活
動
や
、
地
域
住
民
・
関
係

団
体
等
と
協
働
・
連
携
し
て
国
有
林
野

の
管
理
経
営
を
実
施
し
て
い
く
「
モ
デ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
」
で
の
活
動
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
遊
々
の
森
」
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
の

森
で
の
林
業
体
験

　

当
署
で
は
、
平
成
15
年
か
ら
大
船
渡

市
立
末
崎
中
学
校
と
、「
遊
々
の
森
」

の
協
定
を
締
結
し
、「
産
土
の
森
」
と

呼
ん
で
、
生
徒
が
林
業
体
験
を
行
う

フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

同
中
学
校
で
は
、
総
合
学
習
の
時
間

で
、「
海
と
生
き
る
」の
テ
ー
マ
の
も
と
、

１
学
年
は
ワ
カ
メ
の
養
殖
、
２
学
年
は

ワ
カ
メ
の
加
工
や
販
売
を
体
験
、
３
学

年
で
は
、
林
業
体
験
を
通
じ
て
「
地
域

の
森
林
と
海
と
の
つ
な
が
り
」
を
学
習

し
て
い
ま
す
。

　

林
業
体
験
に
先
だ
っ
て
、
中
学
校
へ

署
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
、
森
林

と
海
と
の
関
わ
り
や
森
林
整
備
の
必
要

性
、ま
た
、「
森
林
づ
く
り
の
流
れ
」、「
現

地
作
業
で
の
注
意
点
」
な
ど
を
説
明
す

る
な
ど
の
事
前
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
22
日
の
林
業
体
験
は
、
大
船
渡

市
末
崎
山
国
有
林
の
「
遊
々
の
森
」
に

お
い
て
、
３
学
年
の
生
徒
32
名
が
参
加

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で
菅
野
署

長
よ
り
「
刃
物
を
使
用
す
る
の
で
ケ
ガ

を
し
な
い
よ
う
に
、
山
を
育
て
る
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
愛
情
を
持
っ
て
作
業

に
あ
た
る
こ
と
」
な
ど
と
説
明
の
後
、

署
職
員
が
植
付
け
や
下
刈
な
ど
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
作
業
方

法
等
を
確
認
し
、
事
前
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
実
際
に
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
「
あ
ら
た
め
て

海
と
山
は
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
」「
作
業
は
大
変
だ
っ
た
が
貴

重
な
体
験
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ

り
ま
し
た
。

「
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
」
で
育

樹
祭
開
催

　

２
０
１
５
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
釜
石
市
の
「
橋
野
鉄
鉱
山
・
高
炉

跡
」
周
辺
の
国
有
林
は
、
釜
石
市
と
東

北
森
林
管
理
局
が
保
護
協
定
を
結
び
、

「
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
」
と
し

て
、
橋
野
鉄
鉱
山
稼
働
時
代
の
森
林
の

再
生
を
目
指
し
て
適
切
な
森
林
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
自
然
教
育
や
歴
史
教

育
の
場
と
し
て
活
用
す
る
な
ど
、
地
域

の
方
々
の
意
見
を
踏
ま
え
た
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

  

　

10
月
13
日
に
釜
石
市
と
当
署
の
共
催

で
、「
橋
野
鉄
鉱
山
稼
働
時
代
の
森
づ

く
り
育
樹
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
地

元
住
民
や
林
業
関
係
者
、
自
治
体
職
員

な
ど
約
60
人
が
参
加
し
、
全
員
で
一
番

高
炉
跡
の
東
側
の
国
有
林
内
約
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
区
域
で
ス
ギ
の
枝
打
ち
を
実

施
し
た
後
、
菅
野
署
長
よ
り
「
今
後
も

国
民
参
加
型
の
森
づ
く
り
の
活
動
を
広

げ
て
い
く
。
稼
働
時
代
の
植
生
に
戻
す

に
は
長
い
年
月
が
か
か
る
と
思
う
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
一
歩
一
歩
前
に
進
め

て
い
き
た
い
。」
と
述
べ
て
閉
会
し
ま

し
た
。

国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
活
動
へ
の
取
り
組
み

  

〜「
遊
々
の
森
」や「
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
森
」に
お
け
る
活
動
〜

三
陸
中
部
森
林
管
理
署

①事前学習の様子

②植付け作業（シカネットの固定）

③橋野鉄鉱山稼働時代の森づくり育樹祭（開会式）
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１　はじめに
　アカマツは、わが国に生育する針葉樹の中で木材の強度
が高く、大きな荷重を支える梁などの構造部材として古く
から木造建造物に使用されてきました。東北では岩手県を
中心とした地域において、戦後からアカマツ造林が盛んに
行われ、現在では人工林に蓄積されている木材資源の３割
をアカマツが占めています。
　近年、岩手県内のアカマツ林でも、マツ材線虫病の枯死
被害が確認されるようになり、アカマツ用材が生産されて
いる非感染地域は、供給地として今後ますます重要になる
ことが予想されます。そこで、これらの地域においては、
マツ材線虫病に対する抵抗性とアカマツ材の用途にあった
性能がともに、優れたアカマツ品種の苗木が求められると
考え、苗木生産者や造林者のニーズにあった形質を持つア
カマツ品種を選択できるツールの開発に取り組みました。

２　品種選択の対象となる形質の検討とツールの開発
  強度性能と寸法安定性が保証された製材品や木質材料が
求められています。例えば、木材の強度を低下させる節等
の欠点を取り除いて十分に乾燥させた挽き板（ラミナ）を
貼り合わせて作る集成材は、高品質の木質材料として需要
が高まっています。そこで、アカマツ材を集成材として利
用することを想定し、久慈のアカマツ素材生産者および加
工業者と岩手県林業技術センターから聞き取り調査を行
い、ユーザーが注目する形質について検討しました。
　アカマツ材の表面に現れる集中節は（写真１）、強度性
能を低下させる可能性があることから、大きなものはラミ
ナから除去されていました。また、製材の歩留りが良くな
ることから、節間長（節の間隔）が大きいアカマツ材が求
められていました。さらに、木材の強度性能に影響する因
子として密度（木材の単位体積あたりの重さ）が重視され
ていました。
　これまでに、アカマツ品種を植栽して青森県、岩手県と
宮城県に設定した試験地において、林齢 30 年まで調査を
実施し、成長、幹の通直性と気象害への抵抗性についての
評価が行われています。また、マツ材線虫病については、
その病原体であるマツノザイセンチュウを苗木に人工接種

する検定を実施し、抵抗性が評価されています。さらに、
聞き取り調査の結果からユーザーが注目する形質として選
定した節間長と密度および木材の強度性能について、評価
した結果を合わせてアカマツ品種選択ツールを開発しまし
た。

３　東北育種基本区アカマツ品種選択ツール
  今回開発した品種選択ツールは、東北育種基本区（青森
県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、新潟県）で選抜さ
れたアカマツ品種（精英樹）について、初期成長、幹の通
直性、平均節間長、木材の剛性（負荷を与えた時の変形し
難さ）および密度とマツ材線虫病に対する抵抗性の評価値
を一覧表形式にまとめたものです。評価値は、５段階で表
示され、数字が大きいほど優れています（１：低〜５：高）。
ユーザーは、プルダウンメニューから各形質について１つ
または複数の評価値を選ぶことによって、求める性能を持
つ品種を選定できます（図１）。開発したツールは、東北
育種場のホームページにおいて公開しています（https://
www.ffpri.affrc.go.jp/touiku/research/kenkyuseika/
touhoku-akamatu-sentaku.html）。
　この取組は、農林水産業・食品産業科学技術研究推進事
業「薬剤使用の制約に対応する松くい虫対策技術の刷新」
により実施しました。

東北育種基本区アカマツ品種選択ツールの開発

写真１　アカマツ材の表面に現れた集中節

図１　東北育種基本区アカマツ品種選択ツールの画面

　那須　仁弥
国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林総合研究所林木育種センター東北育種場
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The Letter From Each Place

　

東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
管
内
４
地
区
に

お
い
て
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
岩
手
県
一
関
市

に
お
い
て
進
め
て
き
た
「
磐
井
川
地
区
直
轄

地
す
べ
り
防
止
事
業
」
と
、
宮
城
県
栗
原
市

に
お
い
て
進
め
て
き
た
「
迫
川
地
区
民
有
林

直
轄
治
山
事
業
」
が
平
成
30
年
度
末
で
完
了

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
は
、
民
有
林
に
お

け
る
治
山
事
業
の
う
ち
、
事
業
規
模
が
大
き

い
場
合
や
事
業
が
高
度
の
技
術
を
要
す
る
場

合
な
ど
で
、
か
つ
国
土
の
保
全
上
特
に
重
要

で
あ
る
場
合
に
、
県
知
事
か
ら
の
要
望
を
受

け
国
が
直
接
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。

　

各
地
区
と
も
計
画
し
た
治
山
施
設
の
整
備

を
終
え
、
今
年
度
末
に
各
県
へ
引
き
継
が
れ

る
の
を
前
に
、
事
業
完
了
に
伴
う
記
念
式
典

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
磐
井
川
地
区
は
、
平
成
30
年
12

月
18
日
に
一
関
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

ま
た
迫
川
地
区
は
、
平
成
31
年
１
月
24
日
に

栗
原
市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
か
れ
、
各
地

区
と
も
県
、
市
の
関
係
者
や
施
工
業
者
、
地

元
地
権
者
の
代
表
等
が
出
席
し
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
経
過
を
振
り
返
え
る
と
と
も
に
、

小
島
局
長
か
ら
各
県
へ
治
山
施
設
等
引
継
ぎ

の
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

磐
井
川
地
区
に
お
け
る
直
轄
地
す
べ
り
防

止
事
業
は
、
一
関
市
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
昭
和
22
年
の
カ
ス
リ
ン
台
風
、
23

年
の
ア
イ
オ
ン
台
風
に
よ
る
土
砂
災
害
を
契

機
に
昭
和
44
年
度
に
着
手
し
、
地
す
べ
り
の

原
因
と
な
る
地
下
水
を
取
り
除
く
工
法
を
中

心
と
し
た
対
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

磐
井
川
地
区
は
平
成
22
年
度
に
事
業
完
了

を
目
指
し
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
り
、
事
業
区

域
内
で
は
大
き
な
被
害
は
発
生
し
な
か
っ
た

も
の
の
事
業
区
域
に
隣
接
し
た
市
野
々
原
地

区
で
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
た

め
、
事
業
区
域
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
事
業

期
間
を
延
長
し
、
地
す
べ
り
防
止
対
策
と
被

災
箇
所
の
復
旧
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　

迫
川
地
区
に
お
け
る
直
轄
治
山
事
業
は
、

こ
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
り
宮
城
県

側
で
発
生
し
た
山
地
災
害
の
復
旧
対
策
の
た

め
、平
成
21
年
度
か
ら
開
始
し
た
事
業
で
す
。

宮
城
県
栗
原
市
で
は
、
こ
の
地
震
に
よ
り
、

国
内
最
大
級
と
い
わ
れ
る
荒
砥
沢
地
す
べ
り

（
国
有
林
）
を
は
じ
め
、
大
規
模
な
地
す
べ

り
や
山
腹
崩
壊
、
土
石
流
が
多
数
発
生
し
ま

し
た
。
東
北
森
林
管
理
局
で
は
、
復
旧
対
策

の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、
当
時
あ
ま
り
例
の

な
か
っ
た
災
害
復
旧
を
目
的
と
し
た
「
宮
城

山
地
災
害
復
旧
対
策
室
」
を
開
設
し
、
国
有

林
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
民
有
林
に
お
い
て
も

復
旧
対
策
に
着
手
し
、
地
震
に
よ
り
荒
廃
し

た
渓
流
や
崩
壊
し
た
斜
面
の
復
旧
と
し
て
、

渓
間
工
や
山
腹
工
を
中
心
と
し
た
対
策
を
実

施
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
２
地
区
に
つ
い
て
は
今
年
度
末
で

事
業
完
了
と
な
り
ま
す
が
、
東
北
森
林
管
理

局
で
は
、
来
年
度
か
ら
民
有
林
直
轄
治
山
事

業
と
し
て
新
た
に
１
地
区
が
事
業
化
さ
れ
る

こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
残
る
２
地
区
の
事

業
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
・
安
心
確
保
に

向
け
管
内
の
各
国
有
林
に
お
い
て
も
引
き
続

き
治
山
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

磐
井
川
地
区
・
迫
川
地
区
の

　
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
が
完
了
　治
山
課

磐井川地区の記念式典において目録を手渡す小島局長
（右から大政林野庁治山課長、小島局長、

達増岩手県知事、勝部一関市長）

荒廃渓流復旧のために施工された渓間工及び山腹工
［迫川地区（耕英冷沢）］

排水トンネル工により集められた地下水
［磐井川地区（ニゴリ沢）］

 お知らせ 資源活用課 －林業死亡労働災害多発警報発令－
　林業・木材製造業労働災害防止協会（林災防）本部は、秋田県内の林業における死亡労働
災害が多発していることから、林災防秋田県支部に「林業死亡労働災害多発警報」を発令
し、「林業労働災害再発防止対策」の実施を指示するとともに、関係行政機関及び林業関係
団体等に再発防止対策の実施について協力要請を行いました。
　警報発令期間は、平成31年１月18日～平成31年４月末までで、東北森林管理局及び秋田
県内森林管理署等においても、関係機関と協力して、林業現場における死亡労働災害の根絶を目
指すこととしています。
　事業主においても現場の自主点検など労働災害防止対策の積極的な実践をお願いします。
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　東日本大震災から早８年。毎年３月11日を迎え

ると、当時宮城県で被災した私の脳裏には、仲間の

安否確認で何度も足を運んだ南三陸町や、前任地

の岩手県陸前高田市の惨状が鮮明に蘇ります①。

津波で三陸沿岸の自然は大きく攪乱されましたが、

それでも毎年冬になるとシベリア方面からあの “天

然記念物”が飛来し、多くのバードウォッチャーを

楽しませてくれました。昨年10月、南三陸町の志

津川湾がラムサール条約湿地に登録されましたが、

登録理由の一つにもなった天然記念物・コクガン

②を今回はご紹介します。

　コクガンは他の雁類同様、夏に北極圏のツンド

ラで繁殖した後、越冬のために冬鳥として日本に

渡来します。雁といえば宮城県のラムサール湿地・

伊豆沼に集結するマガンが冬の風物詩として有名

ですが、コクガンは日本にやってくる雁類で唯一、

海で冬を越します。それは彼らの食習慣が大きく

関わっています。

　マガンは水田の落穂や畔の草本類等をついばむ

のに対し、コクガンはアオノリ等の海藻類やアマ

モ等の海草類を食べるのです③④。山から染み出

た小沢が海に流れ込むような所では、時折上陸し

て喉を潤す姿も見られます⑤。海岸線ギリギリま

で山が迫る三陸沿岸は、山のミネラル分が海に流

れ込むことにより豊かな藻場が発達するのでしょ

う。青森県から宮城県の広範囲にわたり、コクガン

を観察できるポイントが点在しています。

　青森県八戸市から福島県相馬市までを繋ぐ “み

ちのく潮風トレイル⑥”が、いよいよ全線開通しま

す。写真②④⑤は岩手県洋野町ルートで、③は青森

県八戸市ルートで撮影したもので、このトレイル

は野鳥の観察には最適です。もうすぐ冬鳥のコク

ガン達は北へ旅立ちますが、山や川も辿るこのト

レイルでは、南からやってくる夏鳥のオオルリ達

にも沢山出会えます。もうすぐ春の行楽シーズン。

潮風薫るトレイルへ、復興に向かう三陸沿岸の自

然を満喫しに行きましょう。

②飛翔するコクガン ③岩場の海藻類を摂食①奇跡の一本松（2011 年 12 月）

⑤上陸して水分補給 ⑥岩手県久慈市ルート･横沼展望所より④海中の海草類を摂食

mini 
corumn

藤里森林生態系保全センター　専門官　有本　実

三陸沿岸の天然記念物
̶コクガン̶
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初めての森林事務所勤務
宮城北部森林管理署　石巻森林事務所　一般職員　村山　優弥

　

初
め
て
森
林
事
務
所
配
属
と
な
り
早
く
も
一

年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
業
務
が
ほ
ぼ
一

回
り
し
、
そ
ろ
そ
ろ
落
ち
着
け
る
な
ど
と
思
っ

て
い
た
矢
先
こ
の
ペ
ー
ジ
の
順
番
が
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。
な
に
を
書
こ
う
か
ピ
ン
と
こ
な
い

の
で
、
今
年
度
ほ
ぼ
一
年
の
間
で
印
象
的
だ
っ

た
事
に
つ
い
て
書
い
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
石
巻
森
林
事
務
所
に
つ
い
て
軽
く
ご

紹
介
し
ま
す
。
当
事
務
所
は
東
松
島
市
と
石

巻
市
の
一
部
（
旧
石
巻
市
、
河
北
町
、
北
上

町
、
雄
勝
町
）
の
国
有
林
約
５
千
ha
を
管
轄
し

て
い
ま
す
。
国
有
林
は
海
岸
防
災
林
、
市
街
地

の
裏
山
、
小
さ
な
半
島
な
ど
に
比
較
的
小
規
模

に
点
在
し
て
お
り
、
面
積
は
小
さ
い
な
が
ら
多

様
な
環
境
を
有
し
て
い
ま
す
。
管
内
に
は
北
上

川
、
特
別
名
勝
松
島
（
の
端
）
そ
し
て
国
有
林

か
ら
見
る
海

な
ど
美
し
い

景
色
が
満
載

で
す
。
海
岸

線
で
は
東
日

本
大
震
災
か

ら
の
復
興
工

事
が
続
い
て

お
り
、
復
興

の
兆
し
は
感

じ
ら
れ
ま
す

が
ま
だ
道
の

途
中
で
す
。

現
在
の
事
務

所
は
鮎
川
森

林
事
務
所
と

の
合
同
事
務

所
で
、
鮎
川
森
林
官
と
現
場
系
非
常
勤
職
員
の

方
々
に
学
び
な
が
ら
業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

当
事
務
所
管
内
に
は
特
徴
的
な
副
産
物
が
あ

り
ま
す
。
管
内
を
流
れ
る
北
上
川
河
口
部
は
ヨ

シ
の
一
大
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ヨ
シ

は
国
有
林
か
ら
も
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま

り
見
か
け
る
こ
と
の
な
い
茅
葺
き
屋
根
で
す

が
、
質
の
良
い
ヨ
シ
は
貴
重
な
材
料
と
な
り
ま

す
。
他
に
も
国
有
林
か
ら
採
れ
る
雄
勝
石
は
硯

や
皿
な
ど
の
工
芸
品
の
材
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

雄
勝
地
区
の
国
有
林
で
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
今

年
度
が
最
後
の
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
、
参
加

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
他
に
環
境

省
の
潮
風
ト
レ
イ
ル
も
一
部
国
有
林
内
を
通
っ

て
お
り
、
良
い
ト
レ
イ
ル
環
境
が
あ
り
ま
す
。

国
有
林
の
ス
ポ
ー
ツ
利
用
に
は
可
能
性
を
感
じ

て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
利
用
を
発
展
さ
せ
ら

れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
事
務
所
は
測
定

事
業
の
量
が
か
な
り
多
く
、
非
常
勤
職
員
の

方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

宝
探
し
の
よ
う
な
つ
も
り
で
楽
し
く
（
進
捗
を

確
認
す
る
た
び
軽
く
絶
望
し
な
が
ら
）
歩
き

回
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ま
だ
道
半
ば
で
す
が
、

が
ん
ば
り
ま
す
！

①国有林から見る海

②国有林のヨシと北上川河口

③作業員の皆さんと今日の現場へ
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東北森林管理局では、日本の
森林を育てるために間伐材を
積極的に使用しています。

かやの

　
八
甲
田
山
は
、
青
森
市
の
南
側
に
そ
び
え
る
大
岳
（
１
，
５
８
５
ｍ
）
を
主
峰
と
し

た
複
数
の
火
山
の
総
称
で
日
本
百
名
山
の
一
つ
で
す
。「
八
甲
田
山
」
と
名
が
つ
い
た
単

独
峰
は
存
在
せ
ず
、18
の
成
層
火
山
や
溶
岩
円
頂
丘
で
構
成
さ
れ
る
火
山
群
で
、八
の
（
た

く
さ
ん
の
）
甲
（
た
て
）
状
の
峰
が
あ
る
こ
と
か
ら
八
甲
田
山
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豪
雪
で
有
名
な
「
酸
ヶ
湯
温
泉
」
や
明
治
35
年
に
青
森
の
歩
兵
第
五
連
隊
の

2
1
0
名
中
１
９
９
名
が
遭
難
し
た
事
件
（
八
甲
田
雪
中
行
軍
遭
難
事
件
）
を
基
に
制

作
さ
れ
た
映
画
「
八
甲
田
山
」
の
舞
台
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
八
甲
田
山
に
は
湿
原
が
多
く
、
イ
ワ
イ
チ
ョ
ウ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ

な
ど
、
山
に
は
ア
オ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
（
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
）
の
林
、
稜
線
に
は
ハ
イ
マ
ツ

が
茂
り
、
６
月
頃
に
は
チ
ン
グ
ル
マ
、
ヒ
ナ
ザ
ク
ラ
、
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ
カ
マ
、
イ
ワ

カ
ガ
ミ
、
ワ
タ
ス
ゲ
な
ど
の
多
く
の
高
山
植
物
が
見
ら
れ
、
中
腹
の
上
毛
無
岱
・
下
毛

無
岱
の
周
辺
は
多
く
の
登
山
者
で
賑
わ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
厳
冬
期
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
駅
付
近
で
は
、
多
く
の
樹
氷
を
間
近
に
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
そ
の
見
事
な
造
形
と
雄
大
な

眺
め
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
四
季
を
通
じ
て
風
光
明
媚
な
八
甲
田
山
を
一
度
訪
れ
て
は
み
ま
せ
ん
か
。

我
が
署
の
名
所　青

森
森
林
管
理
署
管
内

　

　
　
　
　
　
　青
森
県
青
森
市

　

●東北森林管理局ホームページもぜひご覧ください　http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/
●発行日／平成31年３月　●発行／東北森林管理局　秋田市中通五丁目９-16　TEL 018（836）2192
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青森森林管理署
〒038-0011 青森市篠田3丁目22-16
TEL 017-781-0131　
FAX 017-766-3775

大岳中腹から井戸岳、赤倉岳を望む 青森市萱野茶屋から眺む八甲田山

樹氷を楽しむツアー客 初夏の上毛無岱

四
季
折
々
の
八
甲
田
山

the Noted Place of My Jurisdiction

至  十和田市 
→

青森中央IC 青森自動車道

東北新幹線

JR・青い森鉄道
青森駅

JR
新青森駅

→
至 浅虫

→
至 八戸

酸ヶ湯温泉

♨

4

P

P

7
103

←
至 弘前市

青森JCT

◎交通アクセス
青森駅から
八甲田ロープウェーまで
車で約45分(約25km)
（青森駅発JRバスあり）

八甲田山ロープウェー
乗降所


